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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報記録媒体において、
　複数のアクセス制御データブロックを含むアクセス制御領域であって、前記アクセス制
御データブロックはアクセス制御データを含み、前記アクセス制御データは前記アクセス
制御データの所定の機能を認識できない記録／再生装置のための共通情報を有する、アク
セス制御領域と、
　臨時ディスク定義構造を含む臨時欠陥管理領域であって、前記臨時ディスク定義構造は
、前記複数のアクセス制御データブロックのそれぞれに対する状態情報を含み、前記状態
情報は、前記アクセス制御データブロックが未記録されたか否かと前記アクセス制御デー
タブロックが有効なアクセス制御データまたは有効でないアクセス制御データを含むか否
かを表す、臨時欠陥管理領域と、
　前記臨時欠陥管理領域に最後に記録された前記臨時ディスク定義構造の複写であるディ
スク定義構造を含む欠陥管理領域と、を含むことを特徴とする情報記録媒体。
【請求項２】
　前記状態情報は、第１欠陥状態を含み、前記第１欠陥状態は、
　前記アクセス制御データブロックに、アクセス制御データの記録中に欠陥として発見さ
れたブロックの状態、有効でないアクセス制御データが記録されたブロックの状態、アッ
プデートされたアクセス制御データは、他のアクセス制御データブロックに記録され、ア
ップデート以前の有効でないアクセス制御データブロックであることを表す状態、媒体の
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最終化によって、アクセス制御領域の未記録領域を特定データで満たしたブロックの状態
のうち、何れか一つを含むことを特徴とする請求項１に記載の情報記録媒体。
【請求項３】
　前記状態情報は、第２欠陥状態を含み、前記第２欠陥状態は、
　前記アクセス制御データブロックに記録されたアクセス制御データの再生中に欠陥とし
て発見されたが、有効なアクセス制御データが記録されたブロックの状態を表すことを特
徴とする請求項１に記載の情報記録媒体。
【請求項４】
　前記状態情報は、第３欠陥状態を含み、前記第３欠陥状態は、
　前記アクセス制御データブロックにアクセス制御データの記録中に、欠陥として発見さ
れたブロックの状態、有効でないアクセス制御データが記録されたブロックの状態のうち
、何れか一つを含むことを特徴とする請求項１に記載の情報記録媒体。
【請求項５】
　前記アクセス制御データの共通情報は、所定の機能に関する識別子、前記媒体のフォー
マット可能如何の情報、前記媒体に設けられたスペア領域の記録／再生可能如何の情報、
前記媒体に設けられたユーザデータ領域の記録／再生可能如何の情報を含み、前記臨時欠
陥管理領域の記録／再生可能如何の情報は含んでいないことを特徴とする請求項１に記載
の情報記録媒体。
【請求項６】
　記録／再生装置において、
　複数のアクセス制御データブロックを含むアクセス制御領域であって、前記アクセス制
御データブロックはアクセス制御データを含み、前記アクセス制御データは前記アクセス
制御データの所定の機能を認識できない記録／再生装置のための共通情報を有する、アク
セス制御領域が設けられる前記媒体にデータを記録したり前記媒体からデータを読出す記
録／読出し部と、
　前記複数のアクセス制御データブロックのそれぞれに対する状態情報を含む臨時ディス
ク定義構造を前記媒体に設けられた臨時欠陥管理領域に記録するように前記記録／読出し
部を制御する制御部であって、前記状態情報は、前記アクセス制御データブロックが未記
録されたか否かと前記アクセス制御データブロックが有効なアクセス制御データまたは有
効でないアクセス制御データを含むか否かを表す、制御部とを含み、
　前記媒体の欠陥管理領域は、前記臨時欠陥管理領域に最後に記録された前記臨時ディス
ク定義構造の複写であるディスク定義構造を含むことを特徴とする記録／再生装置。
【請求項７】
　前記媒体が追記型の情報記録媒体である場合に、前記状態情報は、欠陥ブロックである
ことを表す状態を含み、前記欠陥状態は、
　前記アクセス制御データブロックにアクセス制御データの記録中に、欠陥として発見さ
れたブロックの状態、有効でないアクセス制御データが記録されたブロックの状態、アッ
プデートされたアクセス制御データは、他のアクセス制御データブロックに記録され、ア
ップデート以前の有効でないアクセス制御データブロックであることを表す状態、媒体の
最終化によって、アクセス制御領域の未記録領域を特定データで満たしたブロックの状態
のうち、何れか一つを含むことを特徴とする請求項６に記載の記録／再生装置。
【請求項８】
　前記媒体が追記型の情報記録媒体である場合に、前記状態情報は、前記アクセス制御デ
ータブロックに記録されたアクセス制御データの再生中に、欠陥として発見されたが、有
効なアクセス制御データが記録されたブロックであることを表す状態を含むことを特徴と
する請求項６に記載の記録／再生装置。
【請求項９】
　前記制御部は、
　前記アクセス制御データ領域に記録されたアクセス制御データのアップデート時、前記
あらかじめ記録されたアクセス制御データブロックについての状態を、有効でないアクセ
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ス制御データが記録されたブロックであることを表す前記欠陥状態に変えて記録し、前記
アップデートされたアクセス制御データを、前記アクセス制御データ領域で、次の使用可
能なアクセス制御データブロックに記録するように、前記記録／再生部をさらに制御する
ことを特徴とする請求項７に記載の記録／再生装置。
【請求項１０】
　前記媒体が再記録可能な情報記録媒体である場合に、前記状態情報は、欠陥ブロックで
あることを表す状態を含み、前記欠陥状態は、
　前記アクセス制御データブロックにアクセス制御データの記録中に、欠陥として発見さ
れたブロック、または有効でないアクセス制御データが記録されたブロックであることを
表す状態、前記アクセス制御データブロックに記録されたアクセス制御データの再生中に
、欠陥として発見されたが、有効なアクセス制御データが記録されたブロックであること
を表す状態を含むことを特徴とする請求項６に記載の記録／再生装置。
【請求項１１】
　前記制御部は、
　前記アクセス制御データ領域に記録されたアクセス制御データが、それ以上有効でなけ
れば、前記アクセス制御データが記録されたアクセス制御データブロックに、他のアクセ
ス制御データを記録せしめるために、前記アクセス制御データブロックを特定の値で満た
し、前記ブロックを使用できるブロックであることを表す状態に変換して記録するように
、前記記録／再生部を制御することを特徴とする請求項１０に記載の記録／再生装置。
【請求項１２】
　前記制御部は、
　アクセス制御領域に、前記アクセス制御データの記録中または記録後検定を通じて欠陥
として発見されれば、前記アクセス制御データを、次のアクセス制御データブロックに記
録するように、前記記録／再生部を制御することを特徴とする請求項６に記載の記録／再
生装置。
【請求項１３】
　前記制御部は、
　前記各アクセス制御データブロックに、前記各アクセス制御データの状態を表すために
２ビットを割当て、前記アクセス制御領域にある６４個のアクセス制御データブロックの
ために、１６バイト（６４＊２ビット＝１２８ビット）を欠陥管理領域のディスク定義構
造に割当てることを特徴とする請求項６に記載の記録／再生装置。
【請求項１４】
　記録／再生装置であって、
　複数のアクセス制御データブロックを含むアクセス制御領域であって、前記アクセス制
御データブロックはアクセス制御データを含み、前記アクセス制御データは前記アクセス
制御データの所定の機能を認識できない記録／再生装置のための共通情報を有する、アク
セス制御領域が設けられる前記媒体にデータを記録したり前記媒体からデータを読出す記
録／読出し部と、
　前記複数のアクセス制御データブロックのそれぞれに対する状態情報を含む臨時ディス
ク定義構造を前記媒体に設けられた臨時欠陥管理領域から読出すように前記記録／読出し
部を制御する制御部であって、前記状態情報は、前記アクセス制御データブロックが未記
録されたか否かと前記アクセス制御データブロックが有効なアクセス制御データまたは有
効でないアクセス制御データを含むか否かを表す、制御部とを含み、
　前記媒体の欠陥管理領域は、前記臨時欠陥管理領域に最後に記録された前記臨時ディス
ク定義構造の複写であるディスク定義構造を含むことを特徴とする記録／再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光ディスク分野に関わり、さらに具体的には、記録／再生互換性を保証する
アクセス制御関連データを管理せしめる情報記録媒体、追記型の情報記録媒体、再記録可
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能な情報記録媒体、記録／再生装置、記録／再生方法及びその方法を行うプログラムが記
録された、コンピュータで読み取り可能な記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近になって、光ディスク技術及び半導体技術の発達により、初期に光ディスクドライ
ブシステムと光ディスクとを含む光システムのための規格が確定された後、新たな機能の
追加が頻繁になり、このような場合に、初期に確定された規格は、アップデートされねば
ならない。
【０００３】
　図１は、従来の技術による問題点を説明するための参考図である。
【０００４】
　既存の規格を“ＯＬＤ規格”とし、ＯＬＤ規格に新たな機能が追加されてアップデート
された規格を“ＮＥＷ規格”とした時、ＯＬＤ規格ディスク１２は、ＯＬＤ規格ドライブ
システム１１で動作されるように作られ、ＮＥＷ規格ディスク１４は、ＮＥＷ規格ドライ
ブシステム１３で動作されるように作られる。
【０００５】
　ＯＬＤ規格とＮＥＷ規格は、追加された新たな機能のため、記録／再生の互換性を維持
することもあり、そうでないこともある。二つの規格が記録／再生互換性をなすというの
は、ＯＬＤ規格のドライブシステム１１で使われるＯＬＤ規格ディスク１２が、ＮＥＷ規
格のドライブシステム１３でも記録／再生が可能であることを表し、また、ＮＥＷ規格の
ドライブシステム１３で使われるＮＥＷ規格ディスク１４が、ＯＬＤ規格のドライブシス
テム１１でも記録／再生が可能であることを表す。
【０００６】
　このように、新たな機能の追加によって、ＯＬＤ規格とＮＥＷ規格、二つの規格間の相
互記録／再生互換性を保証するためには、ＯＬＤ規格のドライブシステム１１に新たな機
能が適用されたＮＥＷ規格のディスク１４がローディングされた時、ＯＬＤ規格のドライ
ブシステム１１は、その新たな機能に対する適切な対応が必要である。このために、ＯＬ
Ｄ規格の制定当時、未来の新たな機能の追加に対する適切な対応を設ける必要性がある。
それだけでなく、このような適切な対応方案は、ＮＥＷ規格で適用可能な一般論でなけれ
ばならない。その理由は、ＮＥＷ規格に新たな機能を追加してさらに新たな規格にアップ
デートされた時にも適用可能でなければならないためである。
【０００７】
　結局、このように、新たな機能の追加による一連の色々な規格が相互記録／再生互換性
を有するためには、当初に規格を作る時に、新たな機能の追加に備えねばならない。この
ために、現在の規格の既知の機能について、ドライブシステムが動作せねばならない規則
と、現在の規格が未知の未来に追加される機能について、現在のドライブシステムが動作
せねばならない規則とを定立する必要がある。すなわち、現在の規格に新たな機能が追加
されて未来の規格が誕生された時、未来の規格のためのドライブシステムは、現在の規格
のためのドライブシステムが、新たな機能に対して行わねばならない動作をディスク上に
保存しておく。それにより、現在規格のドライブシステムに新たな機能が追加された未来
のディスクがローディングされても、そのディスク上に保存された情報を読出して、その
新たな機能に対する動作を行える。言い換えれば、未来規格のドライブシステムは、現在
規格のドライブシステムが未来の規格に追加された新たな機能自体は知らずとも、その新
たな機能が適用されたディスクをどのように運用せねばならないかを知らせることができ
る。
【０００８】
　このような脈絡下で、現在の規格のドライブシステムに新たな機能が追加された未来の
ディスクがローディングされる時、現在の規格のドライブシステムが新たな機能の追加さ
れた未来のディスクに対するアクセスを制御できる方案が要求され、さらに、このような
アクセス制御のためのデータを効率的に管理できる方法が要求される。
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明が解決しようとする課題は、規格が異なるドライブシステムでも、ディスクの互
換性を向上させるためのアクセス制御データ（ＡＣＤ）を効率的に管理できる情報記録媒
体、追記型の情報記録媒体、再記録可能な情報記録媒体、記録／再生装置、記録／再生方
法及びその方法を行うプログラムが記録された、コンピュータで読み取り可能な記録媒体
を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記課題を解決するための本発明の一つの特徴は、情報記録媒体において、前記媒体に
は、リードイン領域、データ領域、リードアウト領域が連続的に設けられ、前記リードイ
ン領域またはリードアウト領域は、前記媒体に適用された所定機能を認識できない記録／
再生装置でも、前記媒体へのアクセスを制御できるように設定される共通情報を有するＡ
ＣＤを記録するためのアクセス制御領域（ＡＣＡ）と、前記ＡＣＡに、前記ＡＣＤを記録
するために設けられるＡＣＤブロックの記録状態または欠陥状態に関する状態情報を記録
するためのＡＣＤ状態情報（ＡＣＤ_ＩＤ）領域とを含むことである。
【００１１】
　前記状態情報は、第１欠陥状態を含み、前記第１欠陥状態は、前記ＡＣＤブロックにＡ
ＣＤの記録中に、欠陥として発見されたブロックの状態、有効でないＡＣＤが記録された
ブロックの状態、アップデートされたＡＣＤは、他のＡＣＤブロックに記録され、アップ
デート以前の有効でないＡＣＤブロックであることを表す状態、媒体の最終化によって、
ＡＣＡの未記録領域を特定データで満たしたブロックの状態のうち、何れか一つを含むこ
とが望ましい。
【００１２】
　前記状態情報は、第２欠陥状態を含み、前記第２欠陥状態は、前記ＡＣＤブロックに記
録されたＡＣＤの再生中に欠陥として発見されたが、有効なＡＣＤが記録されたブロック
の状態を表すことが望ましい。
【００１３】
　前記状態情報は、第３欠陥状態を含み、前記第３欠陥状態は、前記ＡＣＤブロックにＡ
ＣＤの記録中に、欠陥として発見されたブロックの状態、有効でないＡＣＤが記録された
ブロックの状態のうち、何れか一つを含むことが望ましい。
【００１４】
　前記ＡＣＤの状態情報領域は、前記リードイン領域に設けられた欠陥管理領域（ＤＭＡ
）に含まれるディスク管理のためのディスク定義構造（ＤＤＳ）を記録するための領域に
含まれることが望ましい。
【００１５】
　前記ＡＣＤの共通情報は、所定の機能に関する識別子、前記媒体のフォーマット可能如
何の情報、前記媒体に設けられたスペア領域の記録／再生可能如何の情報、前記媒体に設
けられたユーザデータ領域（ＵＤＡ）の記録／再生可能如何の情報を含み、前記ＤＭＡの
記録／再生可能如何の情報は除外されることが望ましい。
【００１６】
　本発明の他の特徴は、追記型の情報記録媒体において、前記媒体には、リードイン領域
、データ領域、リードアウト領域が連続的に設けられ、前記リードイン領域またはリード
アウト領域は、前記媒体に適用された所定機能を認識できない記録／再生装置でも、前記
媒体へのアクセスを制御できるように設定される共通情報を有するＡＣＤを記録するため
のＡＣＡと、前記ＡＣＡに、前記ＡＣＤを記録するために設けられるＡＣＤブロックの記
録状態または欠陥状態に関する状態情報を記録するためのＡＣＤ状態情報領域とを含むこ
とである。
【００１７】



(6) JP 4791079 B2 2011.10.12

10

20

30

40

50

　前記状態情報は、前記ＡＣＤを記録するために使用できるブロックであることを表す第
１状態、欠陥ブロックであることを表す第２状態、前記ＡＣＤブロックに記録されたＡＣ
Ｄの再生中に欠陥として発見されたが、有効なＡＣＤが記録されたブロックであることを
表す第３状態、前記ＡＣＤブロックに有効なＡＣＤが記録されたことを表す第４状態を含
むことが望ましい。
【００１８】
　前記ＡＣＡは、外周から内周方向にまたは内周から外周方向に連続的に使われることが
望ましい。
【００１９】
　前記ＡＣＡに、前記ＡＣＤの記録中または記録後検定を通じて欠陥として発見されれば
、前記ＡＣＤは、次のＡＣＤブロックに記録されることが望ましい。
【００２０】
　本発明のさらに他の特徴は、再記録可能な情報記録媒体において、前記媒体には、リー
ドイン領域、データ領域、リードアウト領域が連続的に設けられれば、前記リードイン領
域またはリードアウト領域は、前記媒体に適用された所定機能を認識できない記録／再生
装置でも、前記媒体へのアクセスを制御できるように設定される共通情報を有するＡＣＤ
を記録するためのＡＣＡと、前記ＡＣＡに前記ＡＣＤを記録するために設けられるＡＣＤ
ブロックの記録状態または欠陥状態に関する状態情報を記録するためのＡＣＤ状態情報領
域とを含むことである。
【００２１】
　前記状態情報は、前記ＡＣＤを記録するために使用できるブロックであることを表す第
１状態、前記ＡＣＤブロックにＡＣＤの記録中に、欠陥として発見されたブロックまたは
有効でないＡＣＤが記録されたブロックであることを表す第２状態、前記ＡＣＤブロック
に記録されたＡＣＤの再生中に欠陥として発見されたが、有効なＡＣＤが記録されたブロ
ックであることを表す第３状態、前記ＡＣＤブロックに有効なＡＣＤが記録されたことを
表す第４状態を含むことが望ましい。
【００２２】
　本発明のさらに他の特徴は、記録／再生装置において、情報記録媒体に適用された所定
機能を認識できない記録／再生装置でも、前記媒体へのアクセスを制御できるように設定
される共通情報を有する、ＡＣＤを記録するためのＡＣＡが設けられる前記媒体に／から
データを記録／再生する記録／再生部と、前記ＡＣＡに、前記ＡＣＤを記録するために設
けられるＡＣＤブロックの記録状態または欠陥状態に関する状態情報を、前記媒体に設け
られたＡＣＤの状態情報領域に記録するように、前記記録／再生部を制御する制御部とを
含むことである。
【００２３】
　前記制御部は、前記ＡＣＤ領域に記録されたＡＣＤのアップデート時、前記あらかじめ
記録されたＡＣＤブロックについての状態を、有効でないＡＣＤが記録されたブロックで
あることを表す前記欠陥状態に変えて記録し、前記アップデートされたＡＣＤを前記ＡＣ
Ｄ領域で、次の使用可能なＡＣＤブロックに記録するように、前記記録／再生部をさらに
制御することが望ましい。
【００２４】
　また、前記制御部は、前記ＡＣＤ領域に記録されたＡＣＤが、それ以上有効でなければ
、前記ＡＣＤが記録されたＡＣＤブロックに、他のＡＣＤを記録せしめるために、前記Ａ
ＣＤブロックを特定の値で満たし、前記ブロックを使用できるブロックであることを表す
状態に変換して記録するように、前記記録／再生部を制御することが望ましい。
【００２５】
　また、前記制御部は、ＡＣＡに、前記ＡＣＤの記録中または記録後検定を通じて欠陥と
して発見されれば、前記ＡＣＤを次のＡＣＤブロックに記録するように、前記記録／再生
部を制御することが望ましい。
【００２６】
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　本発明のさらに他の特徴は、記録／再生方法において、情報記録媒体に適用された所定
機能を認識できない記録／再生装置でも、前記媒体へのアクセスを制御できるように設定
される共通情報を有するＡＣＤを記録するために、前記媒体に設けられたＡＣＡに、前記
ＡＣＤを記録するために設けられるＡＣＤブロックの記録状態または欠陥状態に関する状
態情報を、前記媒体に設けられたＡＣＤ状態情報領域に記録するステップを含むことであ
る。
【００２７】
　本発明のさらに他の特徴は、記録／再生方法を行うプログラムが記録された、コンピュ
ータで読み取り可能な記録媒体において、前記記録／再生方法は、情報記録媒体に適用さ
れた所定機能を認識できない記録／再生装置でも、前記媒体へのアクセスを制御できるよ
うに設定される共通情報を有するＡＣＤを記録するために、前記媒体に設けられたＡＣＡ
に、前記ＡＣＤを記録するために設けられるＡＣＤブロックの記録状態または欠陥状態に
関する状態情報を、前記媒体に設けられたＡＣＤ状態情報領域に記録するステップを含む
ことである。
【００２８】
　本発明のさらに他の特徴は、追記型の情報記録媒体において、前記媒体には、リードイ
ン領域、データ領域、リードアウト領域が連続的に設けられ、前記リードイン領域または
リードアウト領域は、前記媒体に適用された所定機能を認識できない記録／再生装置でも
、前記媒体へのアクセスを制御できるように設定される共通情報を有するＡＣＤを記録す
るためのＡＣＡを含み、前記ＡＣＤを記録するためのＡＣＤブロックの記録状態または欠
陥状態に関する状態情報が、前記リードイン領域に設けられる臨時ＤＭＡ（ＴＤＭＡ：Ｔ
ｅｍｐｏｒａｌ　ＤＭＡ）のうち、ディスク管理のための臨時ＤＤＳ（ＴＤＤＳ：Ｔｅｍ
ｐｏｒａｒｙ　ＤＤＳ）領域に記録され、前記ＡＣＤは、前記所定機能に関する識別子を
表すＡＣＤ_ＩＤ、前記媒体のフォーマット可能如何の情報、前記ＴＤＤＳを除外した前
記ＴＤＭＡ記録可能如何の情報、データ領域記録／再生可能如何の情報のうち、少なくと
も一つ以上を含むことである。
【００２９】
　前記データ領域に、前記ＴＤＭＡが割当て可能な場合に、前記データ領域記録／再生可
能如何の情報において、前記データ領域に割当てられた前記ＴＤＭＡの記録／再生可能如
何は除外されることが望ましい。
【００３０】
　本発明のさらに他の特徴は、再記録可能な情報記録媒体において、前記媒体には、リー
ドイン領域、データ領域、リードアウト領域が連続的に設けられ、前記リードイン領域ま
たはリードアウト領域は、前記媒体に適用された所定機能を認識できない記録／再生装置
でも、前記媒体へのアクセスを制御できるように設定される共通情報を有するＡＣＤを記
録するためのＡＣＡを含み、前記ＡＣＤを記録するためのＡＣＤブロックの記録状態また
は欠陥状態に関する状態情報が、前記リードイン領域に設けられるＤＭＡのうち、ディス
ク管理のためのＤＤＳ領域に記録され、前記ＡＣＤは、前記所定機能に関する識別子を表
すＡＣＤ＿ＩＤ、前記媒体のフォーマット可能如何の情報、前記ＤＤＳを除外した前記Ｄ
ＭＡの記録可能如何の情報、データ領域の記録／再生可能如何の情報のうち、少なくとも
一つ以上を含むことである。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明によれば、規格の異なるドライブシステムでも分かるディスクのアクセス制御に
関する共通的な情報を記録することによって、ディスクに適用された機能を認識するドラ
イブシステムだけでなく、機能を認識できないドライブシステムも、このような共通的な
情報を参照して適切な行動を取れるようにして、ディスクの互換性を向上させることがで
き、さらに、このようなアクセス制御に関する共通的な情報を効率的に管理できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
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　以下、添付された図面を参照して、本発明を詳細に説明する。
【００３３】
　図２は、本発明が適用される追記型の情報記録媒体の構造図である。本発明が適用され
るディスク２００は、リードイン領域２１０と、データ領域２２０と、リードアウト領域
２３０が連続的に設けられる。
【００３４】
　リードイン領域２１０は、ディスク製造時、所定のデータがあらかじめ記録されて再生
専用でのみ使われるあらかじめ記録された領域２１１と、テスト領域２１２と、ＡＣＡ　
２１３と、ＤＭＡ＃２　２１４と、ＤＭＡ＃１　２１５と、ＴＤＭＡ　２１６とを含む。
テスト領域２１２と、ＡＣＡ　２１３と、ＤＭＡ＃２　２１４と、ＤＭＡ＃１　２１５、
ＴＤＭＡ　２１６とは、データの記録及び変更が可能な記録可能領域である。
【００３５】
　あらかじめ記録された領域２１１は、ディスクの製造時、ディスクフ自体の情報があら
かじめ記録される。例えば、ディスクを識別するディスク製造番号のようなディスクＩＤ
が記録される。しかし、付加的な再生専用情報は、あらかじめ記録された領域２１１に記
録されることもある。
【００３６】
　テスト領域２１２は、このディスク２００に最適の記録条件で記録するために、記録パ
ワーをテストできる領域である。
【００３７】
　ＡＣＡ２１３は、今後に追加される新たな機能について、ドライブシステムの動作を規
定した情報を記録するための領域である。すなわち、所定の機能を知らないドライブシス
テムでも、このディスク２００へのアクセス制御を行うことができる共通情報が記録され
た領域である。ＡＣＡについては、図３を参照して詳細に説明する。
【００３８】
　ＤＭＡ＃１　２１５、ＤＭＡ＃２　２１４は、ＤＭＡであって、ＵＤＡ　１２２に発生
した欠陥に関する情報を記録するための領域である。この追記型記録媒体が最終化されて
それ以上記録されない場合に、ＴＤＭＡ　２１６に記録された最終臨時欠陥管理情報を、
最終的な欠陥管理情報としてＤＭＡに記録する。
【００３９】
　ＴＤＭＡ　２１６は、この追記型記録媒体２００を使用しつつ発生する欠陥を管理し、
この記録媒体にデータ記録管理のための臨時的な管理情報が記録され、かつアップデート
される領域である。ＴＤＭＡ　２１６は、ＴＤＤＳ　４１０、ＴＤＦＬ　４２０、ＲＭＤ
　４３０を含む。特に、本発明によって、ＴＤＭＡ　２１６のＴＤＤＳ　４１０内にＡＣ
Ａ２１３にあるＡＣＤブロックについての状態情報を記録するための領域が設けられる。
これについては、図４を参照して詳細に説明する。しかし、このような状態情報は、ディ
スク２００の他の領域に記録されることもある。
【００４０】
　データ領域２２０は、スペア領域＃０　２２１、ＵＤＡ　２２２、スペア領域＃１　２
２３を含む。
【００４１】
　ＵＤＡ　２２２は、ユーザデータが記録される領域である。
【００４２】
　スペア領域＃０　２２１、スペア領域＃１　２２３は、ＵＤＡ　２２２に発生した欠陥
ブロックを入れ替わる代替ブロックのために設けられた領域である。このようなスペア領
域は、ディスクの初期化時または再初期化時、データ領域に割当てられる。
【００４３】
　リードアウト領域２３０は、ＤＭＡ＃３　２３１と、ＤＭＡ＃４　２３２とを含む。こ
のように、ＤＭＡを複数個置く理由は、最終化されたディスクの最終欠陥管理情報を複数
箇所に重複的に記録して、ディスクの信頼性を向上させるためである。
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【００４４】
　図３Ａは、図２に示されたＡＣＡの構造の第１例を示す図である。ＡＣＡ　２１３は、
ＡＣＤ＃１　３１０、ＡＣＤ＃２　３２０、ＡＣＤ＃３　３３０を含む。
【００４５】
　ＡＣＡ　２１３は、前述したように、既存の規格でも新たな機能の追加された新たな規
格でも、このディスクへのアクセス制御のための共通情報が記録される領域である。すな
わち、既存の規格と新たな機能の追加された新たな規格とで使用する全ての機能に共通的
に適用される共通的な情報テーブルを記録するための領域である。各ＡＣＤは、各機能に
関する共通情報テーブルを構成する。言い換えれば、ＡＣＤ＃１　３１０は、“機能１”
に関する共通情報テーブルを構成し、ＡＣＤ＃２　３２０は、“機能２”に関する共通情
報テーブルを構成し、ＡＣＤ＃３　３３０は、“機能３”に関する共通情報テーブルを構
成する。ここで、例えば、機能１は、ドライブシステムが認識可能な機能であり、機能２
と機能３は、ドライブシステムが認識不可能な機能でありうる。もちろん、各ＡＣＤは、
全ての規格のドライブシステムが共通的に認識できる共通情報以外に、そのＡＣＤの機能
を認識しているドライブシステムのみが認識できる個別情報も含むことができる。
【００４６】
　ＡＣＤ＃１　３１０は、共通情報３１１と、個別情報３１２とを含む。
【００４７】
　共通情報３１１は、このＡＣＤを識別するための識別子であるＡＣＤ＿ＩＤ
３１３、フォーマット可能如何を表すフォーマット可能如何の情報３１４、スペア領域の
記録が可能であるか、または再生のみが可能であるかを表すスペア領域記録／再生可能如
何の情報３１５、ＵＤＡの記録が可能であるか、または再生のみが可能であるかを表すＵ
ＤＡの記録／再生可能如何の情報３１６を含む。
【００４８】
　ドライブシステムは、ＡＣＤ＿ＩＤ　３１３を確認することによって、このＡＣＤが認
識可能な機能に関するものであるか、または認識不可能な機能に関するものであるかを判
断できる。すなわち、ＡＣＤ＿ＩＤ　３１３がドライブシステムが知っている識別子であ
れば、このＡＣＤは、ドライブシステムが認識可能な機能に関するものであり、ドライブ
システムが知らない識別子であれば、このＡＣＤは、ドライブシステムが認識不可能な機
能に関する。
【００４９】
　また、ドライブシステムは、前記ＡＣＤ＿ＩＤ　３１３を認識できなくても、前記共通
情報テーブルに入っているフィールドを確認することによって、ドライブシステムが認識
不可能な機能についても最小限の適切な動作を取れる。
【００５０】
　ＡＣＤ＃２　３２０も、共通情報３２１と、個別情報３２２とを含み、共通情報３２１
は、このＡＣＤを識別するためのＩＤであるＡＣＤ＿ＩＤ　３２３を有し、共通情報テー
ブルとして、フォーマット可能如何の情報３２４、スペア領域記録／再生可能如何の情報
３２５、ＵＤＡ記録／再生可能如何の情報３２６を含む。
【００５１】
　ＡＣＡは、ディスクの内周から外周方向に、ディスクの外周から内周方向に連続的に使
われることが望ましい。また、ＡＣＤブロックがＡＣＡへの記録中または記録後検定を通
じて欠陥として発見されれば、次のブロックに記録される。
【００５２】
　一方、ＡＣＤの共通情報に、図３Ａに示された領域、すなわち、スペア領域、ＵＤＡ以
外の他の領域に関する記録／再生可能如何の情報もさらに追加されることがあるが、ＴＤ
ＭＡの記録／再生可能如何の情報は、含まれないことが望ましい。後述するように、この
ようなＡＣＤに関する状態情報をＴＤＭＡに記録するため、このＡＣＤの共通情報内でＴ
ＤＭＡの記録を禁止するように設定すれば、ＡＣＤの状態情報も記録やアップデートが不
可能になるためである。
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【００５３】
　言い換えれば、ＡＣＡのそれぞれのブロックについての状態情報は、ＴＤＤＳに記録さ
れるので、ＡＣＤ内にＴＤＭＡについての記録／再生可能如何を表す情報を置かないこと
が望ましい。それは、もし、ＡＣＤ内にＴＤＭＡについての記録／再生可能如何を表す情
報を置き、その情報がＴＤＭＡ上への記録を禁止すれば、追加または修正のためにＡＣＤ
ブロックをＡＣＡに記録した時、そのブロックの状態変化をＴＤＤＳに反映せねばならな
いが、ＴＤＭＡ上への記録を禁止しているので、ＴＤＤＳにその情報を反映できなくなる
という矛盾があるためである。また、ＴＤＭＡの再生が禁止されていれば、ＡＣＡのそれ
ぞれのブロックについての状態を分からないので、有効なＡＣＤを得るのに困難さをもた
らすことがある。
【００５４】
　また、追記型記録媒体の使用形態によって、スペア領域自体にＴＤＭＡの全部または一
部が含まれることもあるが、この場合にも、ＡＣＤの共通情報には、ＴＤＭＡの記録／再
生可能如何の情報が含まれないことが望ましいため、かかる場合には、ＴＤＭＡを除外し
たスペア領域記録／再生可能如何の情報とならねばならない。
【００５５】
　図３Ｂは、図２に示されたＡＣＡの構造の第２例を示す図である。図３Ａに示された第
１例と類似しているが、共通情報３１１にＴＤＭＡ記録可能如何の情報３１７とデータ領
域記録／再生可能如何の情報３１８とを含むという点が異なる。そして、共通情報３２１
に、ＴＤＭＡ記録可能如何の情報３２７とデータ領域記録／再生可能如何の情報３２８と
を含むという点が異なる。
【００５６】
　すなわち、第２例では、第１例と違って、ＴＤＭＡの記録可能如何の情報をＡＣＤの共
通情報に設ける。しかし、ここで、ＴＤＭＡは、ＴＤＭＡのうち、ＴＤＤＳを除外した領
域を称す。すなわち、後述するが、ＡＣＤに関する状態情報が、ＴＤＤＳに保存されるの
で、ＡＣＤの共通情報でＴＤＭＡ記録可能如何の情報３１７が禁止と設定された場合でも
、ＴＤＤＳは、記録可能な状態でなければならないためである。
【００５７】
　一方、図２には示されていないが、このようなＴＤＭＡは、リードイン領域またはリー
ドアウト領域だけでなく、データ領域の一部に割当てられることもある。このような場合
にも同様に、データ領域に割当てられたＴＤＭＡには、ＡＣＤに関する状態情報が保存さ
れるＴＤＤＳが含まれるので、データ領域の記録または再生が禁止されていても、ＴＤＤ
を記録または再生することは可能でなければならない。
【００５８】
　言い換えれば、ＡＣＤの共通情報内に、ＴＤＭＡ記録可能如何の情報３１７は、ＴＤＤ
Ｓを除外した記録許容如何の情報であり、データ領域記録／再生可能如何の情報３１８ま
たＴＤＤＳまたはＴＤＭＡを除外したデータ領域記録／再生可能如何を表す。すなわち、
追記型の情報記録媒体で、ＴＤＤＳは、常に記録可能な構造にならねばならない。
【００５９】
　図４は、本発明によって、ＡＣＤ状態情報を記録するための領域が設けられたＴＤＭＡ
の細部的な構造図である。ＴＤＭＡ　２１６は、ＴＤＤＳ　４１０、ＴＤＦＬ（Ｔｅｍｐ
ｏｒａｒｙ　ＤｅＦｅｃｔ　Ｌｉｓｔ）４２０、ＲＭＤ（Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ　Ｍａｎａ
ｇｅｍｅｎｔ　Ｄａｔａ）４３０を含む。
【００６０】
　ＴＤＦＬ　４２０は、臨時欠陥管理のための領域であり、ＵＤＡに発生した欠陥に関す
る情報として、例えば、欠陥ブロックのアドレス及びその欠陥ブロックを入れ替わる代替
ブロックのアドレス情報を記録するための領域である。
【００６１】
　ＲＭＤ　４３０は、記録管理のための領域であって、データの記録方式によって、２つ
に分けられるが、媒体が順次記録モードで使われる場合には、順次記録情報によって管理
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され、媒体がランダム記録モードで使われる場合には、スペースビットマップ（Ｓｐａｃ
ｅ　Ｂｉｔ　Ｍａｐ：ＳＢＭ）によって管理される。
【００６２】
　ＴＤＤＳ　４１０は、臨時ディスク管理のための領域であり、ディスク管理のための情
報を記録するための領域であり、特に、本発明によって、ＡＣＤの状態情報４１１が記録
される。
【００６３】
　ＡＣＤの状態情報４１１は、ＡＣＡにあるＡＣＤブロックの各状態を記録するための部
分である。図４を参照すれば、ＡＣＤブロックごとに、その状態情報のために２ビットを
割当て、ＡＣＡにある６４個のブロックのために、各ブロックごとに２ビットを割当てて
、６４＊２＝１２８ビットが割当てられ、したがって、ＡＣＡにある全てのＡＣＤブロッ
クの状態情報のために、１６バイトＢ０，Ｂ１，．．．，Ｂ１５が割当てられる。もちろ
ん、このようなブロックの数やビットの数は、多様に決定される。
【００６４】
　図５は、本発明によって、ＡＣＤ状態情報に含まれる状態を説明するための参考図であ
る。各ＡＣＤブロックの状態は、２ビットで表示され、４つの状態、すなわち、“００”
、“０１”、“１０”、“１１”を含む。
【００６５】
　“００”は、ＡＣＤを記録できる使用可能なＡＣＤブロックであることを表す。
【００６６】
　“０１”は、欠陥ブロックであることを表すが、具体的には、１）ＡＣＡにＡＣＤブロ
ックの記録中に、欠陥として発見されたブロック、２）有効でないＡＣＤが記録された欠
陥ブロック、３）同じＡＣＤ＿ＩＤを有するＡＣＤ情報のアップデートが要求されてアッ
プデートされたＡＣＤは、他のＡＣＤブロックに記録され、アップデートされないそれ以
上有効でないＡＣＤが記録されたブロック、４）追記型ディスクの最終化によって、ＡＣ
Ａの未記録領域を特定データで満たしたブロックであることを表す状態のうち、何れか一
つを表す。
【００６７】
　“１０”は、ＡＣＡに記録されたＡＣＤの再生中に欠陥として発見されたが、有効なＡ
ＣＤが記録されたブロックであることを表す。
【００６８】
　“１１”は、有効なＡＣＤが記録されたブロックであることを表す。もちろん、このよ
うなビット組合わせは、別に割当てられることもある。
【００６９】
　ディスク使用中に同じＡＣＤ＿ＩＤについての情報のアップデートが要求される時、あ
らかじめ記録されたＡＣＤブロックについては、ＴＤＤＳ内のビット情報を、有効でない
ＡＣＤが記録されたブロックを表すために“０１”に転換し、また、アップデートされた
ＡＣＤブロックをＡＣＡの次の使用可能なブロックに記録する。
【００７０】
　以下、図６Ａないし図８Ｂを参照して、ＡＣＤブロックの状態情報を記録する具体的な
例を説明する。
【００７１】
　図６Ａは、図２に示されたＡＣＡの記録されたＡＣＤブロック状態の第１例を示す図で
ある。６４ブロックで形成されたＡＣＡ
２１３には、二つの有効なＡＣＤブロック＃１及び＃２が記録されており、残りの６２個
のブロックは、まだデータが記録されず、後で記録のために使われるブロックである。
【００７２】
　図６Ｂは、本発明によって、図６Ａに示されたブロック状態によるＴＤＤＳ内のＡＣＤ
ブロック状態情報の例を示す図である。図６Ａに示されたＡＣＡにある６４個のブロック
についての状態情報を入れるために、ＴＤＤＳ



(12) JP 4791079 B2 2011.10.12

10

20

30

40

50

４１０のＡＣＤ状態情報を記録できるように設けられた領域４１１は、１６バイトで形成
されている。
【００７３】
　ＡＣＡのブロック＃１とブロック＃２は、何れも有効なＡＣＤが記録されたブロックで
あるので、各ブロックについての状態情報を表すために、ｂ１２７とｂ１２６とに“１１
”が記録されており、ｂ１２５とｂ１２４とに“１１”が記録されている。そして、残り
の６２ブロックについては、まだ使われなかったため、後でＡＣＤブロックの記録のため
に使用できることを表すために、ｂ１２３からｂ０までそれぞれのブロックについての状
態情報を“００”で表した。
【００７４】
　図７Ａ及び図７Ｂは、ＡＣＤのアップデート及び欠陥ブロックによるＴＤＤＳ内のＡＣ
Ｄ状態情報の変化を説明するための図である。図７Ａは、図２に示されたＡＣＡの記録さ
れたＡＣＤブロック状態の第２例を示す図である。
【００７５】
　図７Ａを参照するに、図６ＡのＡＣＡ状態で、ＡＣＡの第１ブロックに記録されたＡＣ
Ｄブロック＃１のアップデートが要求されて、ＡＣＡで次の使用可能な領域である第３ブ
ロックへのＡＣＤブロック＃１の記録中または記録後検定を通じて欠陥として発見されて
、次のブロックである第４ブロックにアップデートされたＡＣＤブロック＃１を記録した
状態を表す。したがって、第１ブロックは、有効でないＡＣＤブロックであり、第３ブロ
ックは、欠陥ブロックであり、第４ブロックは、有効なＡＣＤが記録されたブロックであ
り、残りの６０個のブロックは、まだ記録されていない使用可能なブロックである。
【００７６】
　図７Ｂは、本発明によって、図７Ａに示されたブロック状態によるＴＤＤＳ内のＡＣＤ
ブロック状態情報の例を示す図である。ＡＣＡの第１ブロックは、ＡＣＤブロック＃１の
アップデートによってそれ以上有効でない情報であるので、ＴＤＤＳのＡＣＤ状態情報フ
ィールドのビット１２７で、ビット１２６の値を“０１”にアップデートし、第２ブロッ
クについての状態情報は変化がないので、そのまま維持し、第３ブロックは、記録中また
は記録後検定を通じて欠陥として発見されたため、これを反映するために、ビット１２３
でビット１２２の値を“０１”にアップデートし、また、第４ブロックには、アップデー
トされた有効なＡＣＤブロック＃１が記録されたため、これを反映するために、ビット１
２１でビット１２０の値を“１１”にアップデートしたことが表示されている。
【００７７】
　図８Ａ及び図８Ｂは、ＡＣＤブロックの再生エラーによるＴＤＤＳ内のＡＣＤ状態情報
の変化を説明するための図である。
【００７８】
　図８Ａは、図２に示されたＡＣＡの記録されたＡＣＤブロック状態の第３例を示す図で
ある。図７ＡのＡＣＡの状態を有する追記型の情報記録媒体がドライブシステムにローデ
ィングされて、図７ＡのＴＤＤＳ内のＡＣＤ状態情報から有効なＡＣＤブロック＃１と有
効なＡＣＤブロック＃２とを再生する過程で、ＡＣＡの第２ブロックに記録されたＡＣＤ
ブロック＃２を再生する時に、エラー訂正できない状態を表す。すなわち、第２ブロック
の再生中にエラーが発生した状態までのみを表すので、事実上、図８Ａに示されたＡＣＡ
の状態は、図７Ａに示されたＡＣＡの状態と同一である。
【００７９】
　図８Ｂは、本発明によって、図８Ａに示されたブロック状態によるＴＤＤＳ内のＡＣＤ
ブロック状態情報の例を示す図である。ＡＣＡの第２ブロックであるＡＣＤブロック＃２
が再生されなかったが、依然として有効なＡＣＤブロックが記録されていることを表すた
めに、ＡＣＡの第２ブロックに該当するＴＤＤＳ内のＡＣＤ状態情報フィールドのビット
１２５で、ビット１２４の値を“１０”にアップデートしていることが分かる。
【００８０】
　このように、“１０”にアップデートする理由は、現在ローディングされているドライ
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ブシステムで、第２ＡＣＤブロックは再生できないとしても、時には、性能の良好な他の
ドライブシステムでそのブロックを再生できるかも知らないためである。もし、他のドラ
イブシステムでそのブロックを再生できるならば、再生されたその情報を良好なブロック
に移し、したがって、今後さらに他のドライブシステムに、このディスクがローディング
された時、再生エラーが発生した第２ブロックであるＡＣＤブロック＃２を再び再生せず
に、良好なブロックに移されたＡＣＤブロックを再生させることによって、ディスク使用
の便宜を提供できる。
【００８１】
　さらに、追記型の情報記録媒体の最終的な状態保持のための最終化時、最終的なＴＤＤ
Ｓは、ＤＤＳ情報としてＤＭＡに記録されるが、これにより、今後ＡＣＡの不法的な情報
変更や追加のための記録状態の変化を、ＤＤＳ内のＡＣＤ状態情報と実質的なディスク上
のＡＣＡの記録状態とを比較して確認できる。これは、最終化以後、ＤＭＡに記録された
ＤＤＳには、ＡＣＡの最終的な状態を反映したＴＤＤＳ内のＡＣＤ状態情報フィールドが
そのまま複写されて記録されているためである。
【００８２】
　図９は、本発明が適用される再記録可能な情報記録媒体の構造図である。本発明が適用
されるディスク９００には、リードイン領域９１０と、データ領域９２０と、リードアウ
ト領域９３０と、が連続的に設けられる。
【００８３】
　リードイン領域９１０は、ディスクの製造時、所定のデータがあらかじめ記録されて再
生専用でのみ使われるあらかじめ記録された領域９１１と、テスト領域９１２と、ＡＣＡ
　９１３と、ＤＭＡ＃２　９１４と、ＤＭＡ＃１　９１５とを含む。
【００８４】
　データ領域９２０は、ユーザデータが記録されるＵＤＡ　９２２と、ＵＤＡに発生した
欠陥を入れ替わる代替ブロックを記録するために割当てられたスペア領域＃０
９２１と、スペア領域＃１　９２３とを含む。
【００８５】
　リードアウト領域９３０は、ＤＭＡ＃３　９３１とＤＭＡ＃４　９３２とを含む。
【００８６】
　図９に示された再記録可能な情報記録媒体の構造は、図２に示された追記型の情報記録
媒体の構造とほとんど同一であり、但し、再記録可能な情報記録媒体の場合には、再記録
できるという特性によって、臨時欠陥管理のためのＴＤＭＡが別途に必要でないので、Ｄ
ＭＡとしてＤＭＡのみを有していることが分かる。
【００８７】
　再記録可能な情報記録媒体９００で、ＤＭＡは、欠陥管理及びディスク管理のためのＤ
ＤＳと欠陥情報のためのＤＦＬとを記録するための領域である。例えば、ＤＭＡ＃１　９
１５は、ＤＤＳ　１１１０とＤＦＬ　１１２０とを含む。
【００８８】
　図１０Ａは、図９に示されたＡＣＡの構造の第１例を示す図である。ＡＣＡ　９１３は
、ＡＣＤ＃１　１０１０、ＡＣＤ＃２　１０２０、ＡＣＤ＃３　１０３０を含む。
【００８９】
　ＡＣＤ＃１　１０１０は、共通情報１０１１と、個別情報１０１２とを含む。
【００９０】
　共通情報１０１１は、このＡＣＤを識別するための識別子であるＡＣＤ＿ＩＤ　１０１
３、フォーマット可能如何を表すフォーマット可能如何の情報１０１４、スペア領域の記
録が可能であるか、または再生のみが可能であるかを表すスペア領域記録／再生可能如何
の情報１０１５、ＵＤＡの記録が可能であるか、または再生のみが可能であるかを表すＵ
ＤＡ記録／再生可能如何の情報１０１６を含む。
【００９１】
　また、ＡＣＤ＃２
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１０２０も、共通情報１０２１と、個別情報１０２２とを含み、共通情報１０２１は、こ
のＡＣＤを識別するためのＩＤであるＡＣＤ＿ＩＤ　１０２３を有し、共通情報テーブル
として、フォーマット可能如何の情報１０２４、スペア領域記録／再生可能如何の情報１
０２５、ＵＤＡ記録／再生可能如何の情報１０２６を含む。
【００９２】
　図１０Ｂは、図９に示されたＡＣＡの構造の第２例を示す図である。図１０Ａに示され
た第１例と類似しているが、共通情報１０１１に、ＤＭＡ記録可能如何の情報１０１７と
データ領域記録／再生可能如何の情報１０１８とを含むことが異なる。そして、共通情報
１０２１に、ＤＭＡ記録可能如何の情報１０２７とデータ領域記録／再生可能如何の情報
１０２８とを含むことが異なる。
【００９３】
　すなわち、第２例では、第１例と違って、ＤＭＡの記録可能如何の情報をＡＣＤの共通
情報に設ける。しかし、ここで、ＤＭＡは、ＤＭＡのうち、ＤＤＳを除外した領域を称す
。すなわち、後述するが、ＡＣＤに関する状態情報がＤＤＳに保存されるので、ＡＣＤの
共通情報でＤＭＡ記録可能如何の情報１０が禁止と設定された場合でも、ＤＤＳは、記録
可能な状態でなければならないためである。すなわち、再記録可能な情報記録媒体で、Ｄ
ＤＳは、常に記録可能な構造でなければならない。
【００９４】
　このようなＡＣＡは、追記型記録媒体でも再記録媒体でも同一であることが分かる。
【００９５】
　ＡＣＤブロックがＡＣＡへの記録中または記録後検定を通じて欠陥として発見されれば
、次の使用可能なブロックに記録される。
【００９６】
　ディスクの再初期化時、ドライブシステムは、あらかじめ記録されたＡＣＤブロックを
００ｈまたはＦＦｈのような特定値で再記録してＡＣＤをクリアする。また、ディスクの
初期化または再初期化時、ドライブシステムは、既知の機能についてのＡＣＤをＡＣＡに
記録し、ＡＣＡの記録されていない残りの領域は、００ｈまたはＦＦｈのような特定値で
満たしてしまう。
【００９７】
　図１１は、本発明によって、ＡＣＤ状態情報を記録するための領域が設けられたＤＭＡ
の細部的な構造図である。再記録可能媒体であるので、ＡＣＤ状態情報は、直ぐＤＭＡに
記録される。ＤＭＡ＃１　９１５は、ＤＤＳ　１１１０と、ＤＦＬ　１１２０とを含む。
【００９８】
　ＤＦＬ　１１２０は、欠陥管理のための領域であり、ＵＤＡに発生した欠陥に関する情
報として、例えば、欠陥ブロックのアドレス及びその欠陥ブロックを入れ替わる代替ブロ
ックのアドレス情報を記録するための領域である。
【００９９】
　ＤＤＳ　１１１０は、ディスク管理のための領域であり、ディスク管理のための情報を
記録するための領域であり、特に、本発明によって、ＡＣＤの状態情報１１１１が記録さ
れる。
【０１００】
　ＡＣＤの状態情報１１１１は、ＡＣＡにあるＡＣＤブロックの各状態を記録するための
部分である。図１１を参照すれば、ＡＣＤブロックごとに、その状態情報のために２ビッ
トを割当て、ＡＣＡにある６４個のブロックのために、各ブロックごとに２ビットを割当
てて、６４＊２＝１２８ビットが割当てられ、したがって、ＡＣＡにある全てのＡＣＤブ
ロックの状態情報のために、１６バイトＢ０，Ｂ１，．．．，Ｂ１５が割当てられる。
【０１０１】
　再記録可能な記録媒体のＡＣＤブロックの各状態は、図５に示されたように、追記型記
録媒体のＡＣＤブロックの状態情報と同様に、４つの状態に表すことができる。但し、具
体的な状態の内容は、多少異なる。
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【０１０２】
　図５に示されたように、再記録可能媒体でも、各ＡＣＤブロックの状態は、２ビットで
表示され、４つの状態、すなわち、“００”、“０１”、“１０”、“１１”を含む。
【０１０３】
　“００”は、ＡＣＤを記録できる使用可能なＡＣＤブロックであることを表す。
【０１０４】
　“０１”は、欠陥ブロックであることを表すが、具体的には、１）ＡＣＡへのＡＣＤブ
ロックの記録中に欠陥として発見されたブロック、または２）有効でないＡＣＤが記録さ
れた欠陥ブロックであることを表す状態のうち、何れか一つを表す。
【０１０５】
　“１０”は、ＡＣＡに記録されたＡＣＤの再生中に欠陥として発見されたが、有効なＡ
ＣＤが記録されたブロックであることを表す。
【０１０６】
　“１１”は、有効なＡＣＤが記録されたブロックであることを表す。
【０１０７】
　また、ディスクの使用中に、ＡＣＡに記録されたＡＣＤがそれ以上有効でなければ、そ
のＡＣＤブロックを００ｈまたはＦＦｈのような特定値で満たし、そのブロックについて
の状態を使用できるブロックであることを表す状態である“００”に変換させる。これは
、有効でないＡＣＤブロックについて、その状態情報が“００”になって使用可能な状態
に表示されたとしても、もし、状態情報を読出せない場合において、誤ったＡＣＤが読出
されることを防止するためである。すなわち、有効でないＡＣＤの再生を、さらに信頼性
のあるように防止するために、有効でないＡＣＤブロックは、特定の値、例えば、００ｈ
またはＦＦｈで満たすことが望ましい。
【０１０８】
　ディスク使用中、同じＡＣＤ＿ＩＤについての情報のアップデートが要求される時、あ
らかじめ記録されたＡＣＤブロックについては、ＴＤＤＳ内のビット情報を、有効でない
ＡＣＤが記録されたブロックを表すために“０１”に転換し、また、アップデートされた
ＡＣＤブロックを、ＡＣＡの次の使用可能なブロックに記録する。
【０１０９】
　以下、図１２Ａないし図１４Ｂを参照して、ＡＣＤブロックの状態情報を記録する具体
的な例を説明する。
【０１１０】
　図１２Ａは、図９に示されたＡＣＡの記録されたＡＣＤブロック状態の第１例を示す図
である。６４ブロックで形成されたＡＣＡ　９１３には、二つの有効なＡＣＤブロック＃
１及び＃２が記録されており、残りの６２ブロックは、まだデータが記録されず、後で記
録のために使われるブロックである。
【０１１１】
　図１２Ｂは、本発明によって、図１２Ａに示されたブロック状態によるＴＤＤＳ内のＡ
ＣＤブロック状態情報の例を示す図である。図１２Ａに示されたＡＣＡにある６４個のブ
ロックについての状態情報を入れるために、ＤＤＳ　１１１０のＡＣＤ状態情報を記録で
きるように設けられた領域１１１１は、１６バイトで形成されている。
【０１１２】
　ＡＣＡのブロック＃１とブロック＃２は、何れも有効なＡＣＤが記録されたブロックで
あるので、各ブロックについての状態情報を表すために、ｂ１２７とｂ１２６とに“１１
”が記録されており、ｂ１２５とｂ１２４とに“１１”が記録されている。そして、残り
の６２ブロックについては、まだ使われなかったため、後でＡＣＤブロックの記録のため
に使用できることを表すために、ｂ１２３からｂ０までそれぞれのブロックについての状
態情報を“００”で表した。
【０１１３】
　図１３Ａ及び図１３Ｂは、ＡＣＤのアップデート及び欠陥ブロックによるＤＤＳ内のＡ
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ＣＤ状態情報の変化を説明するための図である。
【０１１４】
　図１３Ａは、図９に示されたＡＣＡの記録されたＡＣＤブロック状態の第２例を示す図
である。図１３Ａは、図１２ＡのＡＣＡの状態で、ＡＣＡの第１ブロックに記録されたＡ
ＣＤブロック＃１がそれ以上必要でなくて００ｈで覆われ、また、第３ブロックに新たな
機能のためのＡＣＤブロック＃３の記録が要求されて、記録中または記録後検定を通じて
欠陥として発見されて、次の領域である第４ブロックにＡＣＤブロック＃３を記録した状
態を表す。
【０１１５】
　すなわち、ＡＣＡ　９１３の第１ブロックは、００ｈで満たされており、第２ブロック
は、有効なＡＣＤブロック＃２が記録されており、第３ブロックは、欠陥ブロックであり
、第４ブロックは、有効なＡＣＤブロック＃３が記録されており、残りの６０個のブロッ
クは、まだ記録されず、使用可能なブロックである。
【０１１６】
　図１３Ｂは、本発明によって、図１３Ａに示されたブロック状態によるＴＤＤＳ内のＡ
ＣＤブロック状態情報の例を示す図である。ＡＣＡの第１ブロックは、００ｈで覆われる
につれて、次に使用できるように、ＤＤＳ　１１１０の第１ブロックについての状態情報
は、ビット１２７でビット１２６の値を“００”にアップデートする。第２ブロックにつ
いての状態情報は、変化がないので、そのまま“１１”に維持し、第３ブロックは、記録
中または記録後検定を通じて欠陥として発見されたため、これを反映するために、ビット
１２３でビット１２２の値を“０１”にアップデートする。第４ブロックには、新たな機
能についての有効なＡＣＤブロック＃３が記録されたため、これを反映するために、ビッ
ト１２１でビット１２０の値を“１１”にアップデートする。
【０１１７】
　図１４Ａ及び図１４Ｂは、ＡＣＤブロックの再生エラーによるＤＤＳ内のＡＣＤ状態情
報変化を説明するための図である。
【０１１８】
　図１４Ａは、図９に示されたＡＣＡの記録されたＡＣＤブロック状態の第３例を示す図
である。図１４Ａは、図１３Ａに示されたＡＣＡの状態を有する再記録可能な情報記録媒
体がドライブシステムにローディングされて、図１３ＡのＤＤＳ内のＡＣＤ状態情報フィ
ールドから、有効なＡＣＤブロック＃２と有効なＡＣＤブロック＃３とを再生する過程で
、ＡＣＡの第２ブロックに記録されたＡＣＤブロック＃２の再生時にエラー訂正できない
状態を表す。すなわち、第２ブロックの再生中にエラーが発生した状態までのみを表すの
で、事実上、図８Ａに示されたＡＣＡの状態は、図７Ａに示されたＡＣＡの状態と同一で
ある。
【０１１９】
　図１４Ｂは、本発明によって、図１４Ａに示されたブロック状態によるＴＤＤＳ内のＡ
ＣＤブロック状態情報の例を示す図である。ＡＣＡの第２ブロックであるＡＣＤブロック
＃２が再生されなかったが、依然として有効なＡＣＤブロックが記録されていることを表
すために、ＡＣＡの第２ブロックに該当するＤＤＳ内のＡＣＤ状態情報フィールドのビッ
ト１２５で、ビット１２４の値を“１０”にアップデートしていることが分かる。
【０１２０】
　このように、“１０”にアップデートする理由は、現在ローディングされているドライ
ブシステムで、第２ＡＣＤブロックは、再生できないとしても、時には、性能の良好な他
のドライブシステムで、そのブロックを再生できるかも知らないためである。もし、他の
ドライブシステムで、そのブロックを再生できるとすれば、再生されたその情報を良好な
ブロックに移し、したがって、今後さらに他のドライブシステムに、このディスクがロー
ディングされた時に、再生エラーが発生した第２ブロックであるＡＣＤブロック＃２を再
び再生せず、良好なブロックに移されたＡＣＤブロックを再生させることによって、ディ
スク使用の便宜を提供できる。
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【０１２１】
　図１５は、本発明による記録／再生装置の概略的なブロック図である。記録／再生装置
は、記録／再生部２と、制御部１とを含む。
【０１２２】
　記録／再生部２は、ピックアップを備えてディスク１００に／からデータを記録／再生
する。このとき、ディスク１００は、本発明が適用される追記型の情報記録媒体であるデ
ィスク２００または再記録可能な情報記録媒体であるディスク９００を含む。
【０１２３】
　制御部１は、所定のファイルシステムによって、ディスク１００に／からデータを記録
／再生するように記録／再生部２を制御する。特に、本発明による制御部１は、ディスク
のリードイン領域に設けられたＡＣＡに記録されるＡＣＤブロックの状態を管理するため
に、ディスクのリードイン領域に設けられたＤＭＡにＡＣＤ状態情報領域を割当て、その
ＡＣＤ状態情報領域に、各ＡＣＤブロックの状態情報を記録し、かつ管理するように制御
する。
【０１２４】
　制御部１は、システム制御器１０と、ホストＩ／Ｆ　２０と、ＤＳＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ
　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）３０と、ＲＦ　ＡＭＰ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕ
ｅｎｃｙ　Ａｍｐｌｉｆｉｅｒ）４０と、サーボ５０とを備える。
【０１２５】
　記録時、ホストＩ／Ｆ　２０は、ホスト３から所定の記録命令を受信し、これをシステ
ム制御器１０に伝送する。システム制御器１０は、このようなホストＩ／Ｆ　２０から受
信された記録命令を行うために、ＤＳＰ　３０とサーボ５０とを制御する。ＤＳＰ　３０
は、ホストＩ／Ｆ　２０から受信した記録するデータを、エラー訂正のためにパリティな
どの付加データを添加してＥＣＣ（Ｅｒｒｏｒ　Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｄｉｎｇ）
エンコーディングを行って、エラー訂正ブロックであるＥＣＣブロックを生成した後、こ
れを既定の方式で変調する。ＲＦ　ＡＭＰ　４０は、ＤＳＰ　３０から出力されたデータ
をＲＦ信号に変える。ピックアップを備えた記録／再生部２は、ＲＦ　ＡＭＰ　４０から
伝送されたＲＦ信号をディスク１００に記録する。サーボ５０は、システム制御器１０か
らサーボ制御に必要な命令を入力されて、記録／再生部２のピックアップをサーボ制御す
る。
【０１２６】
　再生時、ホストＩ／Ｆ　２０は、ホスト３から再生命令を受ける。システム制御器１０
は、再生に必要な初期化を行う。記録／再生部２は、ディスク１００にレーザビームを照
射し、ディスク１００から反射されたレーザビームを受光して得られた光信号を出力する
。ＲＦ　ＡＭＰ４０は、記録／再生部２から出力された光信号をＲＦ信号に変え、ＲＦ信
号から得られた変調されたデータをＤＳＰ　３０に提供する一方、ＲＦ信号から得られた
制御のためのサーボ信号をサーボ５０に提供する。ＤＳＰ　３０は、変調されたデータを
復調し、ＥＣＣエラー訂正を経て得られたデータを出力する。一方、サーボ５０は、ＲＦ
　ＡＭＰ　４０から受けたサーボ信号とシステム制御器１０から受けたサーボ制御に必要
な命令とを受けて、ピックアップに対するサーボ制御を行う。ホストＩ／Ｆ　２０は、Ｄ
ＳＰ　３０から受けたデータをホストに送る。システム制御器１０は、再生制御のために
ディスク管理情報や欠陥に関する情報をディスクから読込んで、欠陥のないデータが記録
された位置からデータを読込むようにサーボを制御する。
【０１２７】
　図１５に示された記録／再生装置は、個別的な記録装置、再生装置に具現されるか、ま
たは一つの記録及び再生装置に具現される。
【０１２８】
　以下、図１５に示されたような記録／再生装置で、アクセス制御ブロックの状態を記録
し、かつアップデートする動作を、図１６及び図１７を参照して説明する。
【０１２９】
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　図１６は、本発明によって、アクセス制御ブロックの状態を記録する過程を示すフロー
チャートである。
【０１３０】
　まず、ディスクの初期化または再初期化時、システム制御器１０は、所定機能に関する
ＡＣＤブロックを、追記型記録媒体であるディスク２００のリードイン領域に設けられた
ＡＣＡに記録する（１６０１）。
【０１３１】
　次いで、システム制御器１０は、前記記録中または記録後検定によって、前記ＡＣＤブ
ロックに欠陥が発見されるか否かを検出する（１６０２）。
【０１３２】
　欠陥が発見された場合に、システム制御器１０は、ＡＣＡの次の使用可能なブロックに
、前記ＡＣＤを再び記録するように制御する（１６０３）。
【０１３３】
　そして、システム制御器１０は、欠陥が発見されたＡＣＤブロックの状態を“０１”と
してＴＤＤＳに記録するように制御し（１６０４）、ＡＣＤが再び記録された次のブロッ
クの状態を“１１”としてＴＤＤＳに記録するように制御する（１６０５）。
【０１３４】
　次いで、システム制御器１０は、このように、ＡＣＡのうち、ＡＣＤが記録されていな
いブロックの状態を“００”としてＴＤＤＳに記録するように制御する（１６０７）。
【０１３５】
　ステップ１６０２で欠陥が発見されない場合に、システム制御器１０は、ＡＣＤブロッ
クの状態が有効であるので、そのブロックの状態を“１１”としてＴＤＤＳに記録するよ
うに制御し（１６０６）、オペレーション１６０７に進む。
【０１３６】
　図１６では、ディスクの初期化または再初期化時を例として説明したが、図１６に示さ
れたように、ＡＣＤを記録し、その記録による状態情報を記録する動作は、初期化または
再初期化時に限定されず、ディスクの使用中でもＡＣＤをアップデートするか、または新
たなＡＣＤを記録する状況で同一に適用される。また、追記型記録媒体ではなく、再記録
媒体である場合にも、同一に適用されるが、但し、アクセス制御ブロックの状態情報は、
ＴＤＤＳではなく、ＤＤＳに記録される。
【０１３７】
　図１７は、本発明によって、ＡＣＤブロックをアップデートする場合のブロックの状態
を記録する過程を示すフローチャートである。
【０１３８】
　記録／再生装置に追記型記録媒体がローディングされ、システム制御器１０は、この追
記型記録媒体に記録されたＡＣＤと同じ識別子を有するＡＣＤのアップデート命令を受信
する（１７０１）。
【０１３９】
　まず、システム制御器１０は、あらかじめ記録されたＡＣＤのブロックは、それ以上有
効なＡＣＤを有していないので、そのブロックについての状態を“０１”に変えてＴＤＤ
Ｓに記録するように制御する（１７０２）。
【０１４０】
　次いで、システム制御器１０は、アップデートされたＡＣＤを追記型記録媒体のＡＣＡ
の次の使用可能なブロックに記録するように制御する（１７０３）。
【０１４１】
　そして、システム制御器１０は、アップデートされたＡＣＤブロックについての状態を
“１１”としてＴＤＤＳに記録するように制御する（１７０４）。
【０１４２】
　前述したような記録／再生はまた、コンピュータで読み取り可能な記録媒体に、コンピ
ュータで読み取り可能なコードとして具現することが可能である。コンピュータで読み取
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り可能な記録媒体は、コンピュータシステムによって読取られるデータが保存される全て
の種類の記録装置を含む。コンピュータで読み取り可能な記録媒体の例としては、ＲＯＭ
、ＲＡＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、磁気テープ、フロッピー（登録商標）ディスク、光データ保存
装置があり、また、キャリアウェーブ（例えば、インターネットを通じた伝送）状に具現
されるものも含む。また、コンピュータで読み取り可能な記録媒体は、ネットワークに連
結されたコンピュータシステムに分散されて、分散方式でコンピュータで読み取り可能な
コードが保存され、かつ実行される。そして、前記記録／再生方法を具現するための機能
的なプログラム、コード及びコードセグメントは、本発明が属する技術分野のプログラマ
ーによって容易に推論されることができる。
【０１４３】
　以上、本発明について、その望ましい実施例を中心に説明した。当業者は、本発明が、
本発明の本質的な特性から逸脱しない範囲で変形された形態で具現されることが分かる。
したがって、開示された実施例は、限定的な観点ではなく、説明的な観点で考慮されねば
ならない。本発明の範囲は、前述した説明ではなく、特許請求の範囲に表れており、それ
と同等な範囲内にある全ての差異点は、本発明に含まれたと解釈されねばならない。
【産業上の利用可能性】
【０１４４】
　本発明は、追記型の情報記録媒体、再記録可能な情報記録媒体を含む全ての種類の情報
記録媒体、及びこのような情報記録媒体に/からデータを記録/再生する記録/再生装置に
利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１４５】
【図１】従来の技術によって、異なる規格のディスク間の互換性を説明するための参考図
である。
【図２】本発明が適用される追記型の情報記録媒体の構造図である。
【図３Ａ】図２に示されたＡＣＡの構造の第１例を示す図である。
【図３Ｂ】図２に示されたＡＣＡの構造の第２例を示す図である。
【図４】本発明によって、ＡＣＤ状態情報を記録するための領域が設けられたＴＤＭＡの
細部的な構造図である。
【図５】本発明によって、ＡＣＤ状態情報に含まれる状態を説明するための参考図である
。
【図６Ａ】図２に示されたＡＣＡの記録されたＡＣＤブロック状態の第１例を示す図であ
る。
【図６Ｂ】本発明によって、図６Ａに示されたブロック状態によるＴＤＤＳ内のＡＣＤブ
ロック状態情報の例を示す図である。
【図７Ａ】図２に示されたＡＣＡの記録されたＡＣＤブロック状態の第２例を示す図であ
る。
【図７Ｂ】本発明によって、図７Ａに示されたブロック状態によるＴＤＤＳ内のＡＣＤブ
ロック状態情報の例を示す図である。
【図８Ａ】図２に示されたＡＣＡの記録されたＡＣＤブロック状態の第３例を示す図であ
る。
【図８Ｂ】本発明によって、図８Ａに示されたブロック状態によるＴＤＤＳ内のＡＣＤブ
ロック状態情報の例を示す図である。
【図９】本発明が適用される再記録可能な情報記録媒体の構造図である。
【図１０Ａ】図９に示されたＡＣＡの構造の第１例を示す図である。
【図１０Ｂ】図９に示されたＡＣＡの構造の第２例を示す図である。
【図１１】本発明によって、ＡＣＤ状態情報を記録するための領域が設けられたＴＤＭＡ
の細部的な構造図である。
【図１２Ａ】図９に示されたＡＣＡの記録されたＡＣＤブロック状態の第１例を示す図で
ある。
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【図１２Ｂ】本発明によって、図１２Ａに示されたブロック状態によるＴＤＤＳ内のＡＣ
Ｄブロック状態情報の例を示す図である。
【図１３Ａ】図９に示されたＡＣＡの記録されたＡＣＤブロック状態の第２例を示す図で
ある。
【図１３Ｂ】本発明によって、図１３Ａに示されたブロック状態によるＴＤＤＳ内のＡＣ
Ｄブロック状態情報の例を示す図である。
【図１４Ａ】図９に示されたＡＣＡの記録されたＡＣＤブロック状態の第３例を示す図で
ある。
【図１４Ｂ】本発明によって、図１４Ａに示されたブロック状態によるＴＤＤＳ内のＡＣ
Ｄブロック状態情報の例を示す図である。
【図１５】本発明による記録／再生装置の概略的なブロック図である。
【図１６】本発明によって、アクセス制御ブロックの状態を記録する過程を表すフローチ
ャートである。
【図１７】本発明によって、ＡＣＤブロックをアップデートする場合のブロックの状態を
記録する過程を表すフローチャートである。
【符号の説明】
【０１４６】
２１６　ＴＤＭＡ
４１０　ＴＤＤＳ
４１１　ＡＣＤ状態情報 
４２０　ＴＤＦＬ
４３０　ＲＭＤ

【図１】 【図２】
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【図７Ｂ】

【図８Ａ】

【図８Ｂ】 【図９】
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【図１１】 【図１２Ａ】

【図１２Ｂ】
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【図１４Ａ】

【図１４Ｂ】

【図１５】 【図１６】
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